
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
労
働
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
調
査
事
項
）

（
調
査
事
項
）

第
五
条

調
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
。

第
五
条

調
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

調
査
労
働
者
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

二

調
査
労
働
者
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

（
削
る
）

イ

氏
名
又
は
労
働
者
の
番
号

イ
〜
カ

（
略
）

ロ
〜
ヨ

（
略
）

ヨ

通
勤
手
当
（
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
産
業
に
属
し
、
常
用
労
働
者
九
十
九
人
以
下
を
雇
用
す
る

調
査
事
業
所
の
調
査
労
働
者
の
う
ち
常
用
労
働
者
及
び
同
項
第
七
号
、
第
十
号
、
第
十
一
号
、第
十
二
号
、

第
十
四
号
若
し
く
は
第
十
六
号
に
掲
げ
る
産
業
又
は
同
項
第
九
号
の
う
ち
物
品
賃
貸
業
に
属
し
、
常
用
労

働
者
二
十
九
人
以
下
を
雇
用
す
る
調
査
事
業
所
の
調
査
労
働
者
の
う
ち
常
用
労
働
者
に
限
る
。
タ
及
び
レ

に
お
い
て
同
じ
。）

タ

通
勤
手
当
（
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
産
業
に
属
し
、
常
用
労
働
者
九
十
九
人
以
下
を
雇
用
す
る

調
査
事
業
所
の
調
査
労
働
者
の
う
ち
常
用
労
働
者
及
び
同
項
第
七
号
、
第
十
号
、
第
十
一
号
、第
十
二
号
、

第
十
四
号
若
し
く
は
第
十
六
号
に
掲
げ
る
産
業
又
は
同
項
第
九
号
の
う
ち
物
品
賃
貸
業
に
属
し
、
常
用
労

働
者
二
十
九
人
以
下
を
雇
用
す
る
調
査
事
業
所
の
調
査
労
働
者
の
う
ち
常
用
労
働
者
に
限
る
。
レ
及
び
ソ

に
お
い
て
同
じ
。）

二

本
人
又
は
そ
の
同
居
人
が
法
第
三
十
四
条
の

二
十
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
つ
た
場
合

本
人

三

本
人
又
は
そ
の
同
居
人
が
法
第
三
十
四
条
の

二
十
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

本
人

三

（
略
）

四

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改

正
）

第
二
条

民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平

成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
養
親
希
望
者
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
の

申
込
み
等
）

（
養
親
希
望
者
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
の

申
込
み
等
）

第
十
条

法
第
二
十
四
条
第
二
項
第
五
号
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
条

法
第
二
十
四
条
第
二
項
第
五
号
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

法
第
二
十
六
条
第
四
号
の
研
修
（
次
項
第
四

号
及
び
第
十
二
条
に
お
い
て
「
養
親
希
望
者
研

修
」
と
い
う
。）を
修
了
し
た
年
月
日
又
は
修
了

す
る
見
込
み
の
年
月
日

四

法
第
二
十
六
条
第
五
号
の
研
修
（
次
項
第
四

号
及
び
第
十
二
条
に
お
い
て
「
養
親
希
望
者
研

修
」
と
い
う
。）を
修
了
し
た
年
月
日
又
は
修
了

す
る
見
込
み
の
年
月
日

五

養
親
希
望
者
が
法
第
二
十
六
条
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
及
び
養
親

希
望
者
の
同
居
人
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
同
居
人
が
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と

五

養
親
希
望
者
が
法
第
二
十
六
条
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
及
び
養
親

希
望
者
の
同
居
人
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
同
居
人
が
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と

六

（
略
）

六

（
略
）

２

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
確
認

は
、
申
込
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
確
認

は
、
申
込
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

養
親
希
望
者
が
法
第
二
十
六
条
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
及
び
養
親

希
望
者
の
同
居
人
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
同
居
人
が
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
書
類

五

養
親
希
望
者
が
法
第
二
十
六
条
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
及
び
養
親

希
望
者
の
同
居
人
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
同
居
人
が
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
書
類

３

（
略
）

３

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号

統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
六
月
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠




		2019-06-13T15:05:20+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




